
NOTENOTE

■白版について

クリアファイルは透明素材となっています。
デザインを透けにくくしたい場合や、白くしたい場合には白色を印刷する必要があります。
部分的に白印刷をご希望の場合は「白版」レイヤーに白版用のデザインを作成しご入稿ください。
※「全面白ベタ」「表面白ベタ」「裏面白ベタ」の場合は、ご注文時にご選択いただけましたら
　白版は弊社にてご用意いたしますので「フルカラーデザイン」レイヤーのみ作成しご入稿ください。

【注意】
白版のデザインは「白版レイヤー」に K100%で作成してください。基本的にグラデーションは不可となります。

（弊社にて白版作成または修正を行なった場合、複雑な白版などは別途作成料が発生する場合がありますのでご注意ください。）

【白版データ】　
※部分的に白印刷の場合

白版印刷 無し白版印刷 有り
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【仕上がりイメージ】

白版印刷 無し白版印刷 有り



★デザイン例と調節のボイント

※白版をグレーで表しています

【カラー版】

CREATE
FILE

【白版】

【デザイン例】

【合成】

NOTE

CREATE
FILE

星 : 白色で印刷したい
ロゴ : 透けないようにしたい

白印刷とカラー印刷の間に
隙間が出来ないように

白版を 0.1～2mmほど大きく作成すると
綺麗に仕上がります。

透けるようにしたい部分にまで
白がはみ出さないように

白版を 0.1～2mmほど小さく作成すると
綺麗に仕上がります。

■白版作成時のポイント

クリアファイルは性質上、印刷の際に伸縮が起こります。加えてカラー印刷と白印刷は別々に行われるため、
版のズレが発生します。ズレを目立ちにくくするために、白版のご調節をお願いする場合があります。

背景 : 透けるようにしたい



★白版 サイズ調整のやり方 ( あくまで一例となります。やりやすい作り方でご作成ください )

[ Illustrator の場合 ]

【白版を 0.1mm大きくする】
白版のオブジェクトを選択し
メニューの「効果」→「パス」→「パスのオフセット」を選択。
図のオフセット値を【0.1mm】に設定してください。
その後、メニューの「オブジェクト」から
「アピアランスを分割」を実行してください。

【白版を 0.1mm小さくする】
白版のオブジェクトを選択し
メニューの「効果」→「パス」→「パスのオフセット」を選択。
図のオフセット値を【-0.1mm】に設定してください。
その後、メニューの「オブジェクト」から
「アピアランスを分割」を実行してください。

[ Photoshop の場合 ]

背景
( 透明 )

【白版を 0.1mm小さくする】
「白版レイヤー」をダブルクリックし
「レイヤースタイル」を開いて「境界線」を選択。
サイズ【2px】、位置【内側】、カラー【白】に設定して、
下の図のようになれば成功です。
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白版

※黒の境界線をグレーで表しています

背景
( 透明 )

【白版を 0.1mm大きくする】
「白版レイヤー」をダブルクリックし
「レイヤースタイル」を開いて「境界線」を選択。
サイズ【2px】、位置【外側】、カラー【黒】に設定して、
下の図のようになれば成功です。

境界線 ( 黒 )
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白版


